
資料４ 

Ｂ型肝炎研究推進に関する経緯 

国会（衆議院 厚生労働委員会、平成 23年 8月 3日（水）の議事録より） 

 

 

○福田（衣）委員 ありがとうございます。 

 

 また、この救済制度のスキームに乗れない患者もおられます。訴訟では救わ

れない肝炎患者の支援が重要です。 

 

 菅総理自身も、御自身のブログに、「薬害エイズでは、和解が成立した頃、発

症を抑える画期的な新薬が開発されて、亡くなる方は激減しました。」「Ｂ型肝

炎の発症を抑える治療薬の研究開発に対する強い要望も受け、早速その場で、

厚生労働大臣に強く指示しました。」と書かれていますが、大臣は具体的にどの

ような指示を総理からされたのか、お聞かせください。 

 

○細川厚生労働大臣 この点の菅総理からの私に対する指示につきましては、

言われました場所につきましては、基本合意書が締結をされましたその日に、

Ｂ型肝炎訴訟の患者さんの原告団の皆さんと官邸で総理が歓談をされました。

そのとき私も同行をいたしておりまして、その歓談のときに、患者の方から、

Ｂ型肝炎を治療する、治すための研究をぜひやってほしい、こういうことを、

総理の方に陳情がございました。そこで、総理がそのことに答えて、ではその

研究を進めてまいりますと。厚生労働大臣の私にも、そういうことでよろしく

ということで、その場で私に指示があったところでございます。 

 

 そこで、この治療研究に取り組むようにということで指示がございましたの

で、私の方では、最新の医科学の進歩を踏まえつつ、関係省庁ともいろいろと

連携いたしまして、肝炎研究の推進に鋭意取り組んでまいりたい、このように

考えているところでございます。 

 

○福田（衣）委員 総理のブログには、「実際の行動に表すことが、今日からの

国の務めです。」と書かれています。 

 

 指示を受けて一カ月以上経過していますが、どのような計画で、いつまでに

研究開発を進めていくのか、具体的な方針というものがお決まりでしたら、お

答えいただきたいと思います。 



 
○岡本厚生労働大臣政務官 私も官邸に、七月一日だったでしょうか、呼ばれ

まして、総理から具体的にＢ型肝炎の現状と課題について聞かせてほしいとい

うことでしたので、私もお話をさせていただき、その帰り際に、しっかりと取

り組むように、こういう指示を受けたところであります。 

 

 この指示、また、大臣へ総理からあった指示も含め、受けまして、肝炎研究、

これまでもその推進を図ってきたところではありますけれども、さらに、どう

いった課題があるのかということについて、研究者や製薬メーカー等にヒアリ

ングを行ってまいりました。 

 

 本当に課題が多くて、整理をする必要があると思っていますし、同じ肝炎ウ

イルスでも、Ｂ型とＣ型では、ウイルスの性質ももともとのウイルスも違うわ

けでありまして、必ずしも同じような治療方法でいくわけではありません。こ

ういった課題をきちっと整理して、今後、お金をつければ開発ができるという

ものではないと思いますので、どういうような支援をしていくのがいいのか、

これはぜひ考えていきたいと思っています。 

 

 

○福田（衣）委員 ありがとうございます。 

 

 Ｂ型肝炎に関しては、完治する薬というものがまだ開発されていませんので、

しっかりとしたビジョンをつくって、一日も早くそういった薬の開発に取り組

んでいただきたいと思います。 


